
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市富久山町福原字東内打５－１ （株）増子建築工業内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計５８社（原木供給／２社、製材／３社、建材流通／５社、プレカ

ット／１社、設計／２社、施工／１３社、その他／３２社） 
価格帯 1,500～2,000 万円 

代表者名 増子則雄（（株）増子建築工業 代表取締役） 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 
・平成 23 年木のいえ整備促進事業採択（実績２棟） 
・平成 24 年地域型住宅ブランド化事業採択（実績９棟） 
・平成 25 年地域型住宅ブランド化事業採択（実績１０棟） 

価格に含まれない 

項目 
設計・外構・諸手続きの各費用 

連絡窓口 

担当：塩沢光浩 
[メール] masico@masico.co.jp 
[電話] 024-933-0301 [ＦＡＸ] 024-939-3355 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.masico.co.jp  

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

職人の手仕事が光る、本物の木の家 
●地域の材料を最大限に生かすためには、その材料や、それらが育った気候

風土を知り尽くした職人の知恵と技が欠かせません。大工・建具・左官、

どこをとっても職人の手が入っていない箇所はありません。 

 

家族と一緒に育つ家 
●私たちは、家族の成長とともに変化する間取りを御提案します。 

●地域の材料である自然素材を活用し、家族をやさしく包み込みます。 

●省エネルギーや耐震性にもこだわり、安全・安心な家づくりをしています。 

 

再生可能エネルギーの活用 

●家庭内で最大のエネルギー消費設備は給湯設備である。お客様のご要望に

応じて、給湯設備を太陽熱利用給湯設備（エコキュート複合利用設備）に

する事によって、給湯用エネルギーの約８割を再生可能エネルギーで賄う

事が可能となる。 
 

049 
ましこ住宅研究会 
県北・県中・県南 

[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちの研究会は、約半世紀にわたり郡山市を中心とする地域で住宅を供給する、 

株式会社増子建築工業を中心として結成されました。 

●同社は、創業以来地産地消の家づくりや大工職人の育成に積極的に取り組んでおります。 

●地域の材料で地域の職人が造る木の家こそが、本当の意味での地域型住宅ではないかと、私たちは考えています。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 


